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乳幼児家庭養育原則プランシミュレーション（試案） 
 
１ 現状 
（１）０〜６歳の措置児童数（平成２５年２月１日） 

 
＊乳幼児の里親委託率は 15.2％  

 里親 ファミリーホーム 乳児院 児童養護施設 合計 

０〜６歳 1409 167 3146 5645 10367 

 1576（家庭養育） 8791（施設養育） 15.2% 
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（２）入所期間 

 
＊ 乳児院の入所児童のうち、52%が１年以上入所 
＊ 児童養護施設の入所児童（０〜６歳）の、入所期間別児童数は不明 
 
 
（３）乳児院から児童養護施設への措置変更 

 

＊乳児院から児童養護施設に措置変更になる児童数は 705 人 
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２ 「新しい社会的養育ビジョン」に沿った乳幼児の措置方針 
（１）新規措置は、原則家庭養育（特に乳児は里親委託） 

施設に措置する場合は特別な場合に限る 
（２）新規措置した子どもの、長期入所の抑制（数ヶ月を超える場合は里親委託） 
（３）現在、長期入所の子どもの家庭養育への措置変更 

※特に、乳児院から児童養護施設への措置変更は原則停止 
 
３ 乳幼児家庭養育原則にすることで必要となる里親養育のキャパシティ 
 シミュレーション上、２の（２）と（３）の、乳児院の６ヶ月以上、児童養護施

設の１年以上になる場合に、里親委託と仮定。 
 里親 FH 乳児院 児童養護施設 合計 

０〜６歳 1409 167 3146 5645 10367 

入所期間 半年未満  3146×0.48×0.5 

=755 

1622 

(家庭から措置) 

 

600 

（乳児院から措置

変更になった３歳

児） 

 

半年〜１年  3146×0.48×0.5 

=755 

 

 

１年以上  3146×0.52 

=1636 

600×3＝1800 

（乳児院から措置

変更になった４〜６

歳児） 

1622 

（家庭から措置） 

6413 

 ＊0.52 は、乳児院の入所期間１年以上の率。半年以上の児童数は１年未満の児童 
  数の半分と仮定。 
 ＊乳児院から児童養護施設に措置変更となった児童数 700 人のうち 15％が家庭 
  復帰し、85%（600 人）が就学時まで入所継続したと仮定。 
 ＊家庭から児童養護施設に措置され、１年以上入所している児童数は不明。そこ 
  で、家庭から児童養護施設に措置された子ども（5645-2400=3245）の半数が  
  １年以上入所と仮定すると、1622 人 
 黄色の数字が施設入所児童数から里親委託児童数に移行していく児童数 
 乳児院６ヶ月以上、児童養護施設１年以上（乳児院から措置変更になった子ども

も含めて）入所している子どもは、10367 人中 6413 人と推計。 
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 児童 6413 人分の養育里親のキャパシティを確保できたとして、７年後の乳幼児

の児童数の分布は下記のとおり。里親委託率は 77％。（なお、特別養子縁組に 500
人が移行すると仮定すると 75%） 

 
 6413 人の養育里親のキャパシティを７年間で新たに確保するためには、毎年 916
人の養育里親を新規に登録し委託できることが条件。人口１２０万人の都道府県・

政令市で換算すると、年間 9 人程度の確保が必要。 
 過去の里親委託児童数の増加は、年間 200〜400。乳幼児の里親だけで年間 916
人増やすためには、リクルート手法の質的転換とフォスタリング機関の整備が必須。 
 また、現在でもできることとして、未委託里親の活用、親族里親の都道府県格差

の解消、里親支援専門相談員のリクルート面での活用が考えられる。 
 
 

 
 
 

 里親 ファミリーホーム 乳児院 児童養護施設 合計 

０〜６歳   755 1622 10367 

 7989 （1576+6413） 2377 （8791-6413） 77% 
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 里親支援専門相談員 280 箇所のうち、里親の新規開拓業務に関与している割合は、

75％。１年間で新規開拓し登録された里親は 188 人、実際に委託された里親は 28
人（15％） 
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○里親及び委託児童の推移
（Ａ） （Ｂ）

　 Ｂ／Ａ
（％）

平成
5 8,090 2,083 2,561 25.7

6 8,044 2,029 2,475 25.2

7 8,059 1,940 2,377 24.1

8 7,975 1,841 2,242 23.1

9 7,760 1,725 2,155 22.2

10 7,490 1,697 2,132 22.7

11 7,446 1,687 2,122 22.7

12 7,403 1,699 2,157 23.0

13 7,372 1,729 2,211 23.5

14 7,161 1,873 2,517 26.2

15 7,285 2,015 2,811 27.7

16 7,542 2,184 3,022 29.0

17 7,737 2,370 3,293 30.6

18 7,882 2,453 3,424 31.1

19 7,934 2,582 3,633 32.5

20 7,808 2,727 3,870 34.9

21 7,180 2,837 3,836 39.5

22 7,669 2,971 3,876 38.7

23 8,726 3,292 4,295 37.7

24 9,392 3,487 4,578 37.1

25 9,441 3,560 4,636 37.7

26 9,949 3,644 4,731 36.6

27 10,679 3,817 4,973 35.7

資料：福祉行政報告例［各年度３月３１日現在］

登録里親数 委託里親数 委託児童数
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